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甑
島
列
島
に
は｢

姫
ひ
め
の
う
ら浦

層そ
う

群ぐ
ん｣

と
呼
ば
れ
る
白
亜

紀
後
期
の
地
層
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
層
か

ら
、
二
枚
貝
や
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
、
魚
類
な
ど
の
海
の

生
き
物
の
化
石
に
加
え
、
恐
竜
や
ワ
ニ
、
カ
メ
、
硬こ

う

鱗り
ん

魚ぎ
ょ

、
植
物
な
ど
の
陸
や
淡
水
に
生
息
し
て
い
た
生

き
物
の
化
石
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
鹿
島
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
博

物
館
と
し
て
改
修
し
、
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た｢

甑

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム｣

の
見
ど
こ
ろ
を
た
っ
ぷ
り
紹
介
し

ま
す
。

令
和
元
年（
平
成
31
年
）

度
広
報
薩
摩
川
内
７
月

通
常
版｢

キ
ジ
カ
ケ
ル｣

で
は
、
甑
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
恐
竜
化
石
等
準
備
室

を
紹
介
し
て
い
る
よ
。

第第 6 26 2 回回

～太古の世界を
～太古の世界を

　 　 見に行こう！編～

　 　 見に行こう！編～

▲令和元年（ 平成 31
年）度広報薩摩川
内７ 月通常版｢キジ
カケル｣

●甑ミ ュ ージアムの歴史

平成 20 年 鹿島地域で県内初の恐竜化石を発見

平成 21 年
化石発掘体験会でウミ ネコ 留学生が獣脚類恐竜の歯の化

石を発見

平成 22 年 鹿島支所内に常設展｢甑島の化石展｣を設置

平成 23 年 日本初、 アジアでも ３ 例目のケラ ト プス類の化石を発見

平成 24 年 竜脚類恐竜の歯の化石を 発見

平成 27 年 甑ミ ュ ージアム恐竜化石等準備室オープン

平成 28 年 ハド ロサウルス類の大腿骨の化石を 発見

平成 29 年 第３ 土曜日化石プログラ ム開始

令和２ 年 海
かい

生
せい

ワニ類と 海生ト カ ゲ類の歯の化石について記者発表

令和３ 年 甑ミ ュ ージアム改修工事に着手

令和４ 年 甑ミ ュ ージアム運営協議会を 設置

令和７ 年 甑ミ ュ ージアムオープン

入り 口までは恐竜が
入り 口までは恐竜が

案内し ます！案内し ます！

道中も道中も

恐竜が歓迎！恐竜が歓迎！

恐竜

角竜類

鳥脚類

プロ ト ケラ ト プス

サウロ ロフ ス

マラ ウィ サウルス
竜脚類

獣脚類 アフ ロ ベナト ル

ハシボソ ガラ ス鳥類

つの り ゅ う

ちょ う き ゃ く

り ゅ う き ゃ く

じ ゅ う き ゃ く

…

……

……

……

……
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甑
島
の
地
質
や
化
石
に
つ
い
て
調
査
研
究
、
標
本
の
収
集
・
展
示
を
行
い
、
教
育
普
及
に
役
立
て
、

後
世
ま
で
残
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
地
域
の
方
や
研
究
者
の
協
力
を
得
て
、
調

査
研
究
や
展
示
作
り
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
つ
い
に
開
館
を
迎
え
ま
し
た
。

開
館
時
間

９
時
～
1 7
時（
入
館
受
付
は
1 6
時
3 0
分
ま
で
）

休
館
日

・
水
曜
日
（
水
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
以

降
の
祝
日
で
な
い
日
）

・
年
末
年
始（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

※
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
ん
と
い
っ
て
も
、

展
示
標
本
の
ほ
と
ん

ど
が
甑
島
産
の
化
石

や
岩
石
で
あ
る
点
で

す
。
ま
た
、
展
示
は

最
新
の
研
究
成
果
に

合
わ
せ
て
更
新
し
て
い
く
予
定
な
の
で
、
何

回
来
て
も
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
恐
竜
時
代
末
と
、
そ
の
後
の
哺
乳
類
の
時

代
に
東
ア
ジ
ア
に
生
息
し
て
い
た
生
き
物
や

環
境
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
甑
島
の
地
層
に
含
ま
れ
る
石
を
、

光
を
通
す
ま
で
薄
く
し
て｢

薄は
く

片へ
ん｣

を
作
り
、

中
の
鉱
物
を
観
察
す
る
と
、
甑
島
が
昔
は

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
と
陸
続
き
だ
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
左
の
写
真
は
、
大
陸
上

で
し
か
で
き
な
い
石
英
の
粒
で
で
き
て
い

る
堆
積
岩
で
、
オ
ル
ソ
コ
ー
ツ
ァ
イ
ト
と

い
う
岩
石
で
す
。

今
回
は
、
甑
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
山や

ま

下し
た

学
芸

員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
皆
さ
ん
に
伝
え

た
い
魅
力
や
注
目
の
化
石
な
ど
を
聞
い
て

き
ま
し
た
！

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
館
内
を
山
下
学
芸
員

に
紹
介
し
て
も
ら
う
よ
！

開
館
時
間
と
料
金
は
？

▲オルソ コ ーツァ イ ト

ま
ず
は
甑
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
！

特
徴
は
何
で
す
か
？

甑
島
の
地
層
か
ら
分
か
る

こ
と
は
何
で
す
か
？

川
内
駅

川
内
港

タ
ー
ミ
ナ
ル

串
木
野
新
港

住
民
セ
ン
タ
ー
・

甑
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
入
口

甑
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

2 5 分

3 4分

5 0 分

7 5分

3 8分

3 0 分

※長浜港と の連絡バスも あり ます。

2 分

5 分

里
港

高速船
甑島

結 Lin e
こ し き

至 長浜・ 手打

鹿島神社100m

藺牟田漁港

至 甑大橋・ 上甑島

住民センタ ー・
甑ミ ュ ージアム
入口

鹿島郵便局

甑ミ ュージアム

鹿島小学校

徳船寺

６ 支部

消防会館前

学
芸
員
が
伝
え
る
！

甑
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
魅
力
★

住所　 鹿島町藺牟田1 4 57 番地1 0

連絡先 09 9 69（ 4 ）22 11

駐車台数 約 3 0 台

区　 　 分
入　 館　 料

個　 人
団　 体

（ 15 名以上）
年間入館券

常

設

展

示

大　 人
市　 民 250 円 200 円 500 円

市民以外 500 円 400 円 1,000 円

学　 生
市　 民 150 円 120 円 300 円

市民以外 300 円 240 円 600 円

小中学生
市　 民 無　 料

市民以外 250 円 200 円 500 円

※未就学児は無料
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サウロロフスのレ プリ カ

①
②

③

④

⑤

⑥

⑦
⑧ ⑨

⑩

⑪

⑫⑬

⑭

⑮

⑯

⑱

出入口

　
上
甑
島
産
の
ハ
ド
ロ
サ
ウ
ル
ス
類
サ
ウ
ロ
ロ
フ

ス
大
腿
骨
で
す
。
約
１
年
半
か
け
て
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

し
て
、
よ
う
や
く
全
貌
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

国
内
の
恐
竜
化
石
の
中
で
、
最
も
恐
竜
の
絶
滅
期
に

近
い
時
代
の
化
石
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

一
押
し
の
化
石
は
何
で
す
か
？

甑
島
で
発
見
さ
れ
た
骨
は
、
恐
竜

の
太
も
も
の
骨
の
上
半
分
だ
っ

た
ん
だ
っ
て
！

推
定
す
る
と
約
10
ｍ
の
大
き
さ

で
、
全
身
骨
格
を
見
る
と
、
ど
れ

だ
け
大
き
い
恐
竜
が
生
息
し
て

い
た
か
分
か
る
ね
。

太
も
も
の
化
石
や
全
身
骨
格
標

本
は
②
や
⑥
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
！

１
階
に
は
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス（
⑪
）が
あ
り
、
絵
本
な

ど
が
用
意
さ
れ
て
い
る
よ
！

こ
こ
で
は
飲
食
も
で
き
る
の
で
、
一
息
つ
く
こ
と
が

で
き
る
ね
。

◀ アフ ロベナト ル

▲プロト ケラ ト プス

▲パラ サウロロフ ス

▲マラ ウィ サウルス

　
出
入
口
付
近
に
設
置
し
て
い
る

カ
プ
セ
ル
ト
イ
で
は
、
海
外
で
見
つ

か
っ
た
本
物
の
化
石
を
ゲ
ッ
ト
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
！

　
来
館
の
記
念
に
試
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。（
１
回
４
０
０
円
）

化
石
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う

１階

手作り おも ちゃも ！
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　｢

テ
ル
ミ
ノ
ナ
リ
ス｣

と
い
う
、
恐
竜
時
代
の
海
を

泳
い
で
い
た
ワ
ニ
の
仲
間
で
、
国
内
で
は
こ
こ
で
し

か
見
ら
れ
な
い
標
本
で
す
。
甑
島
で
は
北
西
太
平
洋

地
域
で
２
例
目
と
な
る
海
ワ
ニ
の
歯
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。

　
甑
島
の
成
り
立
ち
や
自
然
環
境
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
は
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
で
す
。

鹿
島
地
域
の
住
民
の
声
で
解
説
し
ま
す
。

　
１
章
の｢

甑
島
の
大
地｣

か
ら
始
ま
り
、

｢

白
亜
紀
の
海
の
世
界｣

、｢

白
亜
紀
の
陸

の
世
界｣

、｢

古
第
三
紀
の
世
界｣

、｢

現
在

の
甑
島｣

ま
で
の
５
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
化
石
や
岩
石
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

　
甑
島
で
は
新
種
の
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
が
複

数
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
２
種
を

２
章
「
白
亜
紀
の
海
の
世
界
」
の
ど
こ
か
に

展
示
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
探
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

２
階
の
展
示
は

何
が
あ
る
ん
で
す
か
？

こ
の
化
石
は
何
で
す
か
？

注
目
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
と

聞
き
ま
し
た
が
・
・
・

①
②

③

④

⑤

⑥

⑦
⑧ ⑨

⑩

⑪

⑫⑬

⑭

⑮

⑯

出入口

③

④

⑤

⑮

⑯

⑰
⑱

①受付

②展示ホール

③展示室

④収蔵庫

⑤パネル展示

⑥サウ ロ ロ フ ス の大型

骨格標本

⑦酸処理室

⑧ク リ ーニング室

⑨収蔵庫（ 荷解室）

⑩研究作業室

⑪交流ス ペ ー ス

⑫ミ ュ ージ ア ムシ ョ ッ プ

⑬鹿島市民サー ビ ス セ ン タ ー

⑭多目的室

⑮会議室

⑯企画展示室

⑰学習室

⑱多目的ホ ール

2 階

3 階

講演会や上映会などを

行う こ と ができます。

海
ワ
ニ
の
歯
を
近
く
で
見

て
み
る
と
、
口
の
内
側
に
向

か
っ
て
曲
が
っ
て
い
て
、
食

べ
た
魚
を
逃
が
さ
な
い
よ
う

に
な
っ
て
い
た
よ
。

甑
島
で
見
つ
か
っ
た
歯
の
化

石
も
展
示
し
て
い
る
の
で
見

て
み
て
ね
！

正面から の迫力！
正面から の迫力！
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１
階
の
化
石
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
室
（
⑧
）
で
化

石
の
周
り
に
つ
い
た
余
分
な
岩
石
を
取
り
除

く
作
業
を
見
学
で
き
ま
す
（
主
に
平
日
の
午

前
中
）。
年
２
回
の
集
中
発
掘
調
査
な
ど
で

見
つ
か
っ
た
化
石
を
含
む
岩
石
を
運
び
込
み
、

日
々
コ
ツ
コ
ツ
と
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
高
い
技
術
と
集
中
力
が
求
め
ら
れ
る
作
業

で
、

10
年
以
上
の
経
験
を
積
ん
だ
ベ
テ
ラ
ン

ス
タ
ッ
フ
の
技
術
は
、
海
外
の
研
究
者
も
舌

を
巻
く
ほ
ど
。
甑
島
の
化
石
の
研
究
を
支
え

て
い
る
非
常
に
重
要
な
作
業
で
す
。

　
甑
島
は
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
の
島
な
の

　
甑
島
は
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
の
島
な
の

で
、
甑
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
開
館
を
き
っ

で
、
甑
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
開
館
を
き
っ

か
け
に
た
く
さ
ん
の
方
に
島
を
訪
れ
て

か
け
に
た
く
さ
ん
の
方
に
島
を
訪
れ
て

も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
野
外
の

も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
野
外
の

見
ど
こ
ろ
が
甑
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
か
ら
近

見
ど
こ
ろ
が
甑
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
か
ら
近

い
の
も
特
徴
な
の
で
、
展
示
を
見
た
後

い
の
も
特
徴
な
の
で
、
展
示
を
見
た
後

は
、
ぜ
ひ
実
際
の
地
形
や
地
質
、
動
植

は
、
ぜ
ひ
実
際
の
地
形
や
地
質
、
動
植

物
を
観
察
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

物
を
観
察
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

　
甑
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
展
示
は
、
甑
島

　
甑
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
展
示
は
、
甑
島

の
皆
さ
ん
や
研
究
者
の
協
力
の
も
と
、

の
皆
さ
ん
や
研
究
者
の
協
力
の
も
と
、

こ
だ
わ
っ
て
製
作
し
ま
し
た
。
も
し
分

こ
だ
わ
っ
て
製
作
し
ま
し
た
。
も
し
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

ひ
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
作
業
は
基
本
的
に
エ
ア
ス
ク
ラ
イ
バ
ー
で
削
り
、

細
か
い
部
分
は
デ
ザ
イ
ン
ナ
イ
フ
を
使
っ
て
削
っ

て
い
き
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
き
れ
い
に

剖ぼ
う

出
し
ゅ
つ

で
き
る
の
は
匠
の

技
で
す
。

甑
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

匠
の
技
が
見
ら
れ
る
ん

で
す
か
？

山
下
学
芸
員
か
ら

皆
さ
ん
へ

難
し
い
ポ
イ
ン
ト
は
、
化
石
と
岩
石
の

色
が
似
て
い
る
と
境
が
判
別
し
に
く
い

と
こ
ろ
だ
っ
て
！

▲発掘調査の様子

▼デザイ ンナイ フ

▲エアスク ラ イ バー
▲ク リ ーニング後のサメ

の歯

▲発掘さ れたサメ の歯を
含む岩石

　
今
回
は
、
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
甑

　
今
回
は
、
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
甑

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
山
下
学
芸
員
に
た
っ
ぷ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
山
下
学
芸
員
に
た
っ
ぷ

り
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

り
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト
で

　
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト
で

も
あ
る
、

も
あ
る
、｢｢

こ
こ
だ
け
で
し
か
見
る
こ
と
の

こ
こ
だ
け
で
し
か
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
甑
島
の
化
石
の
展
示

で
き
な
い
甑
島
の
化
石
の
展
示｣｣

の
と
お

の
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皆さ んの思い出の料理と それにまつわるエピ ソ ード などがあり まし たら
どし どし 情報を お寄せく ださ い。 取材に伺います。
問合先／秘書広報課企画総務・ 広聴広報Ｇ（ 内線 4 1 2 2 ）

皆さ んの思い出の
料理を大募集

　 松田さ んは、 結婚を 機によく 料理を する

よ う になっ たそう で、 母親や祖母が料理を

し ている姿を 思い出し ながら 、 自分でも 工

夫し 、 我が家の味を探求し てき たと いいま

す。 そし て現在は有馬さ んを 含めた６ 人の

仲間と 一緒に活動をする中で郷土料理の研

究、 伝承活動を 行っ ています。

　 ｢手打地域の郷土料理は魚を 利用し た料

理が多いですが、 近年は不漁の影響で魚の

入手が難し く なっ ています。 また、 高菜ず

し の材料の１ つである 高菜も 育てている人

の数が年々減少し ており 、 郷土料理と し て

作れる 品数も 減っ ていま す｣と 、 伝承を し

ていく 上でのさ まざまな課題も 話し てく れ

まし た。

　 こ のよ う な状況でも 、 ｢若い世代につな

いでいかないと 郷土料理がなく なっ てし ま

う 、 故郷の味を 次の世代に残し て いき た

い｣と 強い思いを 語る 松田さ んと 有馬さ ん。

こ れから も 甑島郷土料理研究会のメ ン バー

と 一緒に研究と 伝承活動を 続けていき たい

と いう 意気込みを 聞く こ と ができ まし た。

  
レシピ今

回は、 甑島郷土料理研究会の松田末

子さ んと 有馬久美子さ んに｢ 高菜ず

し ｣を 紹介し ていただき まし た。

　 甑島の｢すし ｣は、 地域や家庭ごと に作り

方や呼び方に違いがある こ と が特徴で す。

今回紹介し ていただいた｢高菜ずし ｣は、 地

元で採れる 高菜と オボソ（ 手打地域ではカ

ツ オの仲間のスマを オボソ と 呼ぶ）を ふん

だんに使っ ているこ と が特徴です。 昔は高

菜を育てる人が多く いたこ と も あり 、 今で

も 高菜を 使っ た料理が残っ ている そう です。

｢今回使用し た高菜は松田さ んの家族が育

てたも ので、 冬が旬の高菜は今の時期たく

さ ん採れます｣と 有馬さ んは話し ます。

　 ｢手打地域の郷土料理には高菜ずし 以外

にも『 ク ロダイ の高菜巻き 』や米粉と 黒砂糖

を 使っ た『 つき あげ』など、 まだまだ魅力的

な郷土料理がたく さ んある ｣と 教えてく れ

まし た。

【 材料】 （3 ～ 4 人分）

●白米： 3 合 ●高菜： 30 0g  

●ゴボウ： 0.5 本 ●ニンジン： 0.5 本

●シイ タ ケ： 3 枚 ●生節※： 50 g

●砂糖： 5 0g  ●酢： 40㎖ 

●薄口し ょ う ゆ： 15 0㎖

【 作り 方】

❶白米は水を少なめ（ 固め）で炊く 。

❷高菜を 塩茹でし た後、 1 0 分程

度水に浸し てアク 抜きをする。

❸アク 抜きをし た高菜を 2 ㎝× 5㎜

角に、 ゴボウ、 ニンジン、 シイ

タ ケは 5 ㎜角に切る。

❹鍋に油をひき、❸（ 高菜以外）と

生節を炒める。

❺❹で 炒めた具材に薄口し ょ う

ゆを入れ、 煮詰める。

❻高菜は煮詰め終わる 5 分前に

入れ、 軽く 煮詰める。

❼酢と 砂糖を混ぜて作っ たすし 酢

を白米に加え、 混ぜる。

❽❻の具材の煮汁をしっかり 切り 、

3 分の2 を酢飯としっかり 混ぜる。

（ 残り は好みで調整）

※生節と は、 カ ツオの身を茹でた

後に焼いたも の。
　（ 松田さ んの調理法）
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手打地域に伝わる

緑鮮やか 高菜ずし

●高菜は緑色を残すために煮詰めすぎない。
●生節はサバでも 代用可能。▲ク ロダイ の高菜巻き ▲つきあげ
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